
4 主要な教育研究設備

4.1 主要教育研究設備

飛騨天文台
60 cm反射望遠鏡、65 cm屈折望遠鏡、60 cmドームレス太陽望遠鏡 (DST)、
太陽磁場活動望遠鏡 (SMART)

花山天文台
45 cm屈折望遠鏡、70 cmシーロスタット太陽分光望遠鏡、
花山天体画像解析システム、18 cm屈折太陽Hα望遠鏡 (ザートリウス望遠鏡)

4.2 平成28年度の主な改修改良事項

(1) 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の観測制御装置の更新

平成 28年度の京都大学全学経費「設備整備経費 (教育・研究)」として、「飛騨天文台
ドームレス太陽望遠鏡の観測制御装置の更新」を採択して頂くことができました。
ドームレス太陽望遠鏡 (DST)は、飛騨天文台に 1979年に設立されました。以降、国内
最大の地上太陽観測拠点として運用を行ってきており、学内における教育・研究に供され
ているだけでなく、全国の大学・研究施設から太陽や太陽系天体を専門とする科学者が実
質上「共同利用」と言う形で毎年利用してきています。近年は、さらに海外からの観測者
も受け入れているほか、将来の飛翔体観測 (次期太陽観測衛星「Solar-C」や Sunrise気球
実験等)用の観測装置の開発に必要な実験設備としても活躍しています。

写真 1: 更新前と更新後の制御システム電子回路基板の比較一例。今回は特に既に製造中
止となっている ICを使用している電子回路を中心に更新を行ないました。この更新によ
り、電子回路の耐久性も大きく向上し、かつ回路が簡素化されたため、故障発生確率が大
幅に抑制されました。
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飛騨天文台職員

教授 一本 潔
助教 上野 悟
助教 永田 伸一
技術専門職員 木村 剛一
技術専門職員 仲谷 善一
研究員 阿南 徹
研究員 大辻 賢一
研究支援推進員 門田 三和子
技術補佐員 金田 直樹
労務補佐員 井上 理恵
労務補佐員 岡田 貞子
労務補佐員 山下 孝司 (2017年 3月末まで)

天文台教員指導大学院生

• 博士課程
D3: 羽田 裕子、玉澤 春史、河村 聡人、高橋 卓也
D2: 竹重 聡史
D1: 野津湧太、廣瀬公美
研究生: Denis Cabezas

• 修士課程
M2: 黄 于蔚、坂上峻仁、鄭祥子
M1: 中村達希、行方宏介、二宮翔太、関大吉 (総合生存学舘)

学部生

• 課題研究
S2: 岡田 翔陽、徳田 怜実、町田 亜希

• 課題演習
C4: 木原 孝輔、下川 和己、恒任 優、山崎 大輝
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しかし、建設から 37年目を迎え、特に観測制御装置内の多数の電子回路基板の故障頻
度の上昇、各駆動部分に取り付けられているエンコーダからの出力値に含まれるノイズの
増加、旧式の赤外線撮影装置の利用者からのニーズに対する性能不足が各々顕著となって
きていました。
そのため、これら電子回路基板やエンコーダ、赤外線観測装置を、最新のものに更新す
ることで簡素化・高性能化し、故障発生確率を大幅に低減させ、安定して高精度なデータ
が得られる環境を整えました (写真 1, 2)。これにより、当望遠鏡の共同利用を更に加速さ
せていくことが可能となりました。

写真 2: 新規製作・導入した 11種類の各駆動部エンコーダ。全て寸法は旧エンコーダに揃
え、容易に取り換えが可能なものとしました。この更新により、望遠鏡各駆動部の位置情
報信号のノイズが除去され、望遠鏡各部の誤作動の発生が回避されて安定した天体観測
データが得られるようになりました。

(上野)
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